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燈籠神事。大燈籠 (左上は江戸時代の大燈籠)

七
月
中二
日

十
日

十
八
日

二
十
五
日

二
十
六
日

八
月
中二
日

十
日

二
十
五
日

二
十
七
日

九
月
中一

日
二
日
九
日

十
日

十
五
日

二
十
三
日

（七
月
～
九
月
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

交
通
安
全
祈
願
大
祭
（午
前
十
時
）

神
輿
祭
（午
前
十

一
時
）

燈
籠
神
事
大
御
膳
献
進
（午
前
九
時
）

神
興
渡
御
・大
燈
籠
巡
行
（午
後
九
時
）

還
御
祭

（午
前
九
時
）

献
華
。設
茶
祭
（午
前
十

一
時
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

摂
社

桜
井
神
社
例
祭
（午
前
十
一
時
）

相
撲
節
会
（午
前
九
時
半
）

末
社

上
諏
訪
神
社
例
祭
（午
前
十
時
）

末
社

下
諏
訪
神
社
例
祭
（午
前
十
時
）

風
榊
祭
（午
前
十
時
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

末
社
十
柱
神
社
例
祭
（午
前
十
一
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

摂
社

妻
戸
神
社
秋
季
祭
（午
前
十

一
時
）

末
社

二
十
二
所
社
例
祭
（午
前
十

一
時
）

秋
季
皇
霊
祭
遥
拝
式
（午
前
十
時
）



躙

囲

塾

期

当
神
社
の
祭
儀
の
中
で
も
最
大
規

模
で
あ
る
弥
彦
２
夜
ま
つ
り

「
燈
籠

神
事
」
が
、
七
月
二
十
五
日
を
中
心
に

斎
行
さ
れ
る
。

古
く
か
ら
「弥
彦
の
燈
籠
押
し
」
と

称
さ
れ
、
盛
夏
を
前
に
五
穀
豊
穣
と

疫
病
退
散
を
祈
り
執
り
行
わ
れ
る
こ

の
神
事
は
、
越
後
の
夏
祭
り
を
代
表

し
、
日
本
三
大
燈
籠
祭
の
あ
に
も
数

え
ら
れ
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
統
あ
る
神

事
で
あ
る
。

二
十
五
日
夜
の
神
輿
渡
御
、
大
燈

籠
巡
行
を
は
じ
め
数
々
の
神
賑
行
事

が
行
わ
れ
る
。

そ
の
起
源
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

京
都
祇
園
社
の
祇
園
会

（現
在
２
爪

都
市
・八
坂
神
社
の
祇
園
祭
）
が
当
地

に
伝
わ
り
発
展
し
た
も
の
で
、
そ
の
伝

来
は
寛
徳
年
間
全

〇
四
四
～

一
〇

四
六
）
と
伝
わ
る
。
古
く
は
旧
暦
六
月

十
四
日
に
燈
籠
巡
行
が
、
翌
十
五
日

に
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭

和
二
十
五
年

盆

九
五
〇
）
に
燈
籠
巡

行
と
神
興
渡
御
が
同
日
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
昭
和
三
十
六
年

盆

九

六

一
）
に
旧
暦
か
ら
新
暦
七
月
二
十

五
日
夜
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
に
続
い
て
い
る
。

神
事
は
七
月
十
二
日
の
「
舞
童
選
定

式
」
に
始
ま
る
。
大
祭
当
日
に
御
神
輿
が

還
御
の
後
、
拝
殿
前
に
設
け
ら
れ
た
仮

舞
殿
に
て
奉
奏
さ
れ
る

一
社
古
伝
の
舞

「
神
歌
楽

（か
が
ら
く
こ

「
天
犬
舞

（あ

ま
い
ぬ
の
ま
い
と

を
奉
仕
す
る
「
舞
童

（ぶ
ど
う
と

二
名
を
神
鉄
に
よ
り
選
定

す
る
式
で
あ
る
。
＞」
の
舞
は
、
神
武
天
皇

が
御
即
位
の
際
、
禰
彦
大
神
の
御
功
績

を
御
褒
め
に
な
ら
れ
た
折
に
輛
彦
大
神

御
自
ら
奉
奏
さ
れ
た
舞
が

「
神
歌
楽

（か
が
ら
く
こ
で
、
火
酢
芹
命

（ほ
す
せ

り
の
み
こ
と
と
が
舞
わ
れ
た
も
の
が
「
天

犬
舞

（あ
ま
い
ぬ
の
ま
じ

」
で
あ
る
。
古

く
は
「
神
歌
楽
」
を
舞
う
舞
童
は
旧
社

家
中
の
、
「
天
犬
舞
」
を
舞
う
舞
童
は
旧

神
領
民
の
、
そ
れ
ぞ
れ
九
歳
前
後
の
嫡

男
が
奉
仕
し
た
。
現
在
は
神
職
・旧
社
家
・

大
祭
当
日
二
十
五
日
の
午
前
九
時
よ

り
特
殊
神
供
で
あ
る
大
御
膳
（お
お
ご

ぜ
ん
）
を
献
進
し
て
祭
典
が
斎
行
さ
れ

る
。
弥
彦
小
・中
学
校
の
児
童
・生
徒
ら

に
よ
る
児
童
燈
籠
押
し
や
、
弥
彦
近
郊

の
里
神
楽
の
奉
納
な
ど
神
賑
行
事
も
催

さ
れ
る
。
夕
刻
四
時
半
か
ら
は
、神
輿
渡

御
の
順
路
を
欅
の
大
枝
を
曳
き
廻
し
て

氏
子
中
の
小
学
二
年
生
の
男
児
よ
り
選

定
さ
れ
る
。

続
い
て
十
八
日
早
朝
に
御
神
輿
二
基

を
拝
殿
内
に
奉
遷
し
て
「
神
輿
祭
」
が

斎
行
さ
れ
、
祭
典
の
後
に
は
神
社
方
・町

方
に
分
か
れ
「
素
講

（す
＞」う
こ

と
称

す
る
諸
事
取
り
決
め
を
申
し
合
わ
せ
る

儀
式
が
行
わ
れ
、
酒
肴
が
饗
さ
れ
る
。
＞」

の
時
、
町
方
よ
り
神
社
方
へ
「
獅
子
の
使

い
」
と
称
す
る
使
者
が
遣
わ
さ
れ
、
温
酒

が
進
め
ら
れ
る
。
＞」
の
使
者
は
上
戸
の
者

が
選
ば
れ
る
が
、
江
戸
時
代
の
記
録
に

は
獅
子
の
使
い
が
椀
に
十
六
杯
の
温
酒

を
飲
み
干
せ
ば
、
神
社
方
の
神
歌
楽
と

町
方
の
天
犬
舞
を
交
替
さ
せ
る
と
あ
る
。

椀
は
大
振
り
で
、
実
際
に
は
到
底
十
六

杯
も
飲
め
る
も
の
で
は
な
く
、
舞
が
交

替
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
本
当
に
十
六

浄
め
る
「御
欅
引
き
（お
け
や
き
ひ
き
こ

が
、
氏
子
の
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ

フ０
。午
後
七
時
の
大
太
鼓
を
合
図
に
回
廊

内
に
据
え
ら
れ
た
大
燈
籠
が
宿
元
へ
と

下
が
る
「
宿
下
が
り
」
。
宿
元
前
で
は
各

講
中
地
元
の
盆
踊
り
な
ど
が
賑
々
し
く

披
露
さ
れ
る
。
夕
暮
れ
に
は
、
県
内
の
山

杯
飲
み
千
さ
れ
時
に
は
町
方
が
神
歌
楽

を
舞
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
神
社
方
よ

り
更
に
町
方
に
使
い
を
出
し
、
十
六
杯

飲
み
返
し
て
神
社
方
に
神
歌
楽
を
取
り

返
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
で
つ
。

二
十
二
日
は
「
御
慣

（お
な
ら
し
こ
と

称
す
る
、
神
歌
楽
。天
夫
舞
の
習
熟
度
を

検
分
す
る
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
夜

は
軍
化
揃
（は
な
ぞ
ろ
え
こ
と
称
し
て
各

大
燈
籠
講
中
よ
り
奉
納
さ
れ
た
、
色
と

り
ど
り
の
造
花
や
雪
洞
で
飾
っ
た
大
燈

籠
が
廻
廊
内
両
脇
に
勢
揃
い
し
、
燈
籠

神
事
当
日
ま
で
据
え
ら
れ
る
。
」ゝ
の
日
の

夜
か
ら
参
道
に
献
燈
さ
れ
た
田
楽
燈
籠

に
灯
り
が
入
り
、
境
内
は
美
し
く
照
ら

さ
れ
る
。

二
十
四
日
夕
刻
に
は
弥
彦
燈
籠
ま
つ

り
協
賛
会
主
催
に
よ
る
民
謡
流
し
大
会
、

村
内
お
も
て
な
し
広
場
に
て
の
前
夜
祭

が
行
わ
れ
、
祭
り
気
分
が

一
段
と
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
。

岳

会

員

有

志

約

百

三

十

名

が

松

明

を

手

に

弥

彦

山

頂

か
ら
下
山
し

始
め
、
拝
殿

前
で
参
拝
の

後

、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
西

蒲
原
第
七
団

2



が
演
奏
す
る
鼓
隊
を
先
頭
に
門

前
を
行
進
す
る
「松
明
行
進
」
が

行
わ
れ
る
。

午
後
九
時
、
打
ち
上
げ
花
火

が
轟
き
、
発
御
を
告
げ
る
大
太

鼓
と
法
螺
貝
が
鳴
り
響
く
と
、
い

よ
い
よ
神
興
渡
御
。大
燈
籠
巡
行

が
幕
を
開
け
る
。
伶
人
が
奏
で
る

典
雅
な
道
楽
と
、
沿
道
を
埋
め

る
観
衆
の
ざ
わ
め
き
、
大
燈
籠
講

若
衆
た
ち
の
威
勢
の
良
い
掛
け

声
の
中
、
華
や
か
な
大
燈
籠
と
大

小
の
田
楽
燈
籠
が
供
奉
し
て
御

神
興
が
渡
御
さ
れ
る
。
途
中
七

カ
所
の
末
社
前
に
て
伶
人
が
神

歌
（か
み
う
た
）
を
披
講
し
、行
列
は

二
時
間
余
を
か
け
て
町
内
を
進
む
。

御
神
興
が
拝
殿
に
還
御
す
る
と
、

大
燈
籠
は
拝
殿
前
の
仮
舞
殿
を
囲

続
し
、
舞
童
に
よ
り
「神
歌
楽
」
「天

犬
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
る
。

一
夜
明
け
た
二
十
六
日
に
は
「
還

御
祭
」
が
斎
行
さ
れ
、
十
五
日
間
に

わ
た
る
長
い
神
事
が
取
り
納
め
ら

れ
る
。
ま
た
、華
道
家
元
池
坊
新
潟

支
部
。茶
道
石
州
流
。小
川
流
の
奉

仕
に
よ
り
献
華
献
茶
祭
が
執
行
さ

れ
、
廻
廊
内
で
は
奉
納
生
花
展
が
開

催
さ
れ
る
。

七
月十
二
日
午
前
九
時
半

十
八
日
午
前
十

一
時

正
午

二
十
二
日

午
後
三
時

夕

　

刻

二
十
五
日

午
前
九
時

午
後
九
時

二
十
六
日

午
前
九
時
　
　
還
御
祭

午
前
十
一
時
　
献
華
献
茶
祭

舞
童
選
定
式

神
輿
祭

素
講

御
慣
花
揃

大
御
膳
献
進

神
輿
渡
御

大
燈
籠
巡
行

【神
賑
行
事
】

二
十
四
日

二
十
五
日

民
謡
流
し
。前
夜
祭

児
童
。青
年
燈
籠
お
し

里
神
楽
奉
納

弥
彦
山
松
明
行
進

奉
納
花
火
大
会

駅
伝
大
会

二
十
六
日

燈
籠
神
事
斎
行
に
際
し
、
嘉
例
に

よ
り
家
内
安
全
を
は
じ
め
諸
願
成
就

の
御
祈
祷
を
御
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

御
祈
祷
は
燈
籠
神
事
当
日
の

一十
五

日
に
御
奉
仕
い
た
し
ま
す
が
、事
前
に

郵
送
に
て
お
申
込
み
い
た
だ
く
こ
と

も
出
来
ま
す
。
御
祈
祷
の
初
穂
料
は

五
千
円
以
上
を
お
納
め
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
田
楽
燈
籠
の
御
奉
納
お
申

込
み
は
、準
備
の
都
合
上
七
月
五
日
に

て
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

3

去
る
五
月
三
十
一日
、
本
年
の
役
燈
籠
及
び
巡
行
順
次
が
大
前
に
て
卜
定
さ
れ
、
御
神

慮
に
よ
り
次
の
通
り
定
め
ら
れ
た
。

神
輿
講

神
輿
講

一
番
燈
籠

二
番
燈
籠

三
番
燈
籠

四
番
燈
籠

五
番
迎
燈
籠

六
番
押
燈
籠

七
番
燈
籠

八
番
燈
籠

櫻
井
郷
講
（弥
彦
村
）

寺
泊
一乗
講
（長
岡
市
）

上
泉
講
（弥
彦
村
）

吉
江
講
　
（新
潟
市
）

矢
作
講
　
（弥
彦
村
）

弥
彦
ひ
か
り
講
（弥
彦
村
）

弥
彦
燈
籠
祭
協
賛
会
講

（弥
彦
村
）

袋
津
砂
岡
講
（新
潟
市
）

池
の
山
講
（新
潟
市
）

九
番
燈
籠

十
番
燈
籠

燈
籠
神
事
神
興
奉
戴
の
会

野
積
神
興
講
（長
岡
市
）

爾
彦
神
社
氏
子
青
年
講
（弥
彦
村
）

総
合
建
設
業

一
級
建
築
士
事
務
所

設
計

・
施
エ

い

河

村

組

弥

彦

大

杉

通

り

電
話
∽
二
〇
六
九
番

ｔ
釉

むい

に

し

え

知

の
芸

味

な

宿

§
蜘夢
櫻
家

弥

彦

駅

前

電
話
∽
上

一〇
〇
九
番

弥
彦
温
泉

肇

賄

必

涯

爾

彦

神

社

前

電
話

０
一乗
∽
二
〇

一
五
番

政
府
登
録
旅
館

（二
三
七
二
号
）

日
観
連
会
員

（邸
え
た
ぢ
く

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
温
泉

電
話
０
三
さ
①
二
〇
二
六
香

わ
っ
ぱ
飯
膳

松
花
堂
弁
当

弥
彦
外
苑
坂
通
り

電
話

６
垂
ё

九
四
１
二
〇
二
〇

悧肇
す

０
差

爾
彦
神
社
氏
子
青
年
会

会
員
募
集

事
務
局
　
爾
彦
神
社
内

（〇
二
五
六

‥
九
四
‐
二
〇
〇

一
）



交
通
安
全
祈
願
大
察

七

か
う
心
で
果
た
せ

本
県
の
交
通
安
全
宣
言

日
で
あ
る
七
月
十
日
、
交
通

安
全
と
交
通
事
故
の
絶
無

を
祈
念
し
て
祈
願
大
祭
が

斎
行
さ
れ
る
。

大
祭
に
は
、
当
神
社
に
て

車
六
イ
ク
の
清
祓
を
受
け

交
通
安
全
を
祈
願
さ
れ
た

「
爾
彦
神
社
交
通
安
全
講
」

講
員
約

一
万
余
名
に
案
内

が
な
さ
れ
る
。
祭
典
に
続
い

て
、
運
転
者
に
安
全
運
転
と

交
通
法
規
遵
守
を
呼
び
か

け
る
交
通
安
全
大
会
が
開

催
さ
れ
、
県
知
事
・県
警
本

部
長
・県
交
通
安
全
協
会
長

か
ら
交
通
安
全
を
祈
る
メ
ッ

日
々
の
生
活
の
中
で
車
輛

を
運
転
し
な
い
日
は
少
な
く
、

事
故
に
道
わ
ず
平
穏
に
過

ご
す
た
め
に
は
、
交
通
法
規

の
遵
守
と
安
全
運
転
の
心

掛
け
と
と
も
に
、
大
神
様
の

御
加
護
を
戴
く
こ
と
が
不

可
欠
と
存
じ
ま
す
。

当
神
社
で
は
毎
年
七
月

十
日
の
交
通
安
全
祈
願
大

祭
を
は
じ
め
、
毎
月
十
日
の

交
通
安
全
月
次
祭
及
び
毎

日
の
御
日
供
祭
に
て
、
当
神

社
に
て
車
輛
の
御
祓
を
お
受

安
全
祈
願
の

」
案
内

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
る
。
例

年
多
く
の
講
員
が
参
列
さ

れ
、賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
る
。

け
に
な
っ
た
皆
さ
ま
の
交
通

安
全
を
御
祈
願
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、

新
し
く
車
輛
を
購
入
さ
れ

た
時
だ
け
で
な
く
、
毎
日
運

転
す
る
車
輛
を
清
々
し
く

浄
め
る
交
通
安
全
の
御
祓

を
毎
年
お
受
け
に
な
り
、
安

全
運
転
の
誓
い
を
新
た
に
さ

れ
、
大
神
様
の
さ
ら
な
る
御

加
護
に
よ
り
ご
安
寧
に
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
、ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

れ相
盤
塗
節
入
ボ

併
せ
て
高
校
。子
供
相
撲
大
会

八
月
二
十
七
日

八
月
二
十
七
日
、当
神
社
古
伝
の
特

殊
神
事
。相
撲
節
会

（す
も
う
せ
ち

乙ゝ
が
斎
行
さ
れ
る
。

当
神
社
の
鎮
座
地
で
あ
る
弥
彦
村

お
い
て
草
相
撲
が
催
さ
れ
、
＞」
の
日
は

農
家
も
作
業
を
休
み
、
参
拝
を
兼
ね

た
見
物
人
で
賑
わ
っ
た
と
伝
わ
る
。
明

治
以
後
は
新
暦
八
月
二
十
七
日
に
日

を
改
め
た
が
、
明
治
四
十
五
年
の
大
火

後
休
上
し
、終
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年

に
「相
撲
節
会
」
と
し
て
再
興
さ
れ
た

当
日
は
当
神
社
大
前
で
の
祭
典
の
後
、

神
職
に
続
い
て
化
粧
廻
し
を
つ
け
た
役

力
士
や
氏
子
会
役
員
等
が
行
列
を
組

ん
で
末
社
上
諏
訪
神
社
に
参
拝
し
、役

力
士
に
よ
る
出
数
入
り
（で
ず
い
り
）

が
奉
納
さ
れ
る
。

な
お
、相
撲
節
会
の
後
に
伝
統
あ
る

第
七
十
回
新
潟
県
高
等
学
校
相
撲
大

会
が
、ま
た
神
事
に
先
立
ち
二
十
三
日

に
は
当
神
社
氏
子
会
主
催
の
子
供
相

撲
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

弥
彦
地
内

に
は
、末
社

上
諏
訪
神

社

・
同

下

諏
訪
神
社

の
両
神
社

が
鎮
座
し
、

古
来
よ
り

同
神
社

の

祭
礼
日
で

あ
る
七
月

二
十
七
日

に
は
当
神

社
境
内
に

妻
戸
大
神
例
祭
斎
行

大
々
神
楽
全
山
奉
奏

妃
神
・妻
戸
大
神
（熟
穂
屋
姫
命
）
の
例
祭
が

四
月
十
八
日
午
前
九
時
、
特
殊
神
供
の
大
御
膳

を
献
じ
て
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
に
続
き
当
神
社
伝
来
の
大
々
神
楽
全
十

三
曲
が
境
内
舞
殿
に
て
奉
奏
さ
れ
た
。
大
々
神
楽

は
大
人
の
面
舞
六
曲
、
稚
児
舞
七
曲
か
ら
な
り
、

神
職
と
稚
児
八
名
に
よ
り
奉
仕
さ
れ
、
〓
一月
二
日

の
大
々
神
楽
配
役
式
以
降
稽
古
に
励
ん
だ
成
果

を
披
露
し
た
。
大
々
神
楽
は
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
お
り
、全
十
三
曲
の
奉
奏

は
四
月
十
八
日
の
み
奉
仕
さ
れ
る
。
当
日
は
拝
観

所
で
あ
る
参
集
殿
内
外
に
て
凡
そ
六
百
名
程
が

拝
観
し
た
。
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湯
か
け
ま
つ
り

執
行

去
る
四
月
五
日
（日
）
、
弥
彦
観
光

協
会
主
催
の
第
四
十
回
「湯
か
け
ま

つ
り
」
が
当
神
社
氏
子
青
年
会
ら
の

奉
仕
に
て
開
催
さ
れ
た
。

「湯
か
け
ま
つ
り
」
は
弥
彦
温
泉
発

祥
の
地
と
伝
わ
る
当
神
社
末
社
湯
神

社
境
内
に
湧
き
出
る
御
神
湯
を
、
笹

竹
に
て
散
じ
て
祓
い
清
め
、御
加
護
を

い
た
だ
く
も
の
。

湯
神
社
に
て
汲
み
上
げ
ら
れ
た
御

神
湯
は
朱
塗
り
の
湯
曳
き
車
に
乗
せ

ら
れ
、
氏
子
青
年
会
の
勇
壮
な
木
遣

り
に
合
わ
せ
て
午
後

一
時
に
弥
彦
駅

前
広
場
を
出
発
し
た
。
湯
曳
き
車
は
、

沿
道
の
観
客
に
向
け
笹
竹
に
て
御
神

湯
を
散
じ
つ
つ
、桜
に
彩
ら
れ
始
め
た

春
の
弥
彦
を
多
く
の
観
光
客
に
曳
か

れ
て
進
み
、
御
神
湯
は
目
出
度
く
御

神
前
に
御
供
え
さ
れ
た
。

春
季
神
廟
祭
斎
行

五
月
十
日
、
天
香
山
命
（あ
め
の
か
ご
や
ま
の
み
こ
と
）

と
妃
神
・熟
穂
屋
姫
命
（う
ま
し
ほ
や
ひ
め
の
み
こ
と
）
を

奉
祀
す
る
弥
彦
山
頂
の
御
神
廟

に
て
、春
季
神
廟
祭
が
米
山
権
宮

司
以
下
の
奉
仕
に
て
斎
行
さ
れ
、

県
民
の
福
祉
と
五
穀
豊
穣
、
登
山

者
の
安
全
等
が
祈
念
さ
れ
た
。

当
日
は
爽
や
か
な
五
月
晴
れ
の

も
と
、
山
頂
諸
施
設
関
係
者
を
は

じ
め
、
山
岳
会
員
等
の
多
数
の
崇

敬
者
が
額
づ
い
た
。
神
廟
祭
は
春

季
（五
月
十
日
▼
秋
季
（十
月
十

日
）
の
年
二
回
奉
仕
さ
れ
る
。

茅
の
輪
ま
つ
り

夏
越
の
大
祓
式
斎
行

盛
夏
を
前
に
疫
病
退
散
・

除
災
招
福
を
祈
る
「
茅
の
輪

ま
つ
り
」
が
、
六
月
十
三
日
か

ら
三
十
日
ま
で
執
り
行
わ
れ
、

期
間
中
多
く
の
方
々
が
茅
の

輪
を
く
ぐ
り
参
拝
さ
れ
た
。

三
十
日
午
後
三
時
か
ら
は

「
夏
越
の
大
祓
式
」
が
、
氏
子

崇
敬
者
多
数
参
列
の
も
と
で

拝
殿
前
の
斎
庭
に
て
厳
修
さ

れ
た
。
大
祓
詞
宣
読
等
の
諸

儀
に
続
き
、
宮
司
以
下
神
職

を
は
じ
め
参
列
者
全
員
が

「茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
、
厳
か

に
斎
行
さ
れ
た
。

年
初
め
よ
り
知
ら
ず
知
ら

ず
の
内
に
犯
し
た
罪
核
を
移

し
た
人
形
（ひ
と
が
た
）
は
、

神
職
の
手
に
よ
り
大
川
へ
流

さ
れ
て
祓
い
浄
め
ら
れ
た
。
＞」

の
大
祓
式
は
十
二
月
の
大
晦

日
に
も
斎
行
さ
れ
る
。

第
五
十
八
回

日
本
鶏
品
評
会

「輛
彦
神
社
日
本
鶏
の
会
」
で
は
、
五
月
四
日
・五
日
の

一

日
間
に
わ
た
り
日
本
鶏
品
評
会
を
開
催
し
、
県
内
外
の

愛
鶏
家
か
ら
九
十
一
百

が^
出
品
さ
れ
た
。
鳴
き
声
の
長
さ

を
競
う
長
鳴
鶏
の
鳴
き
合
わ
せ
会
も
行
わ
れ
、連
休
中
で

訪
れ
た
多
く
の
参
拝
者
が
珍
し
さ
に
足
を
止
め
て
い
た
。

品
評
会
の
主
な
受
賞
者
は
次
の
通
り
（敬
称
略
）。

最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
特
別
賞

蜀
鶏
の
部
・蜀
鶏
　
　
　
　
越
後

一
宮
賞
・桂
矮
鶏
　
　
　
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
賞
・蜀
鶏

土
田
勲
（新
潟
市
）
　

　

清
水

吉
郎
（新
潟
市
）
　

　

土
田
勲
（新
潟
市
）

越
後
三
鶏
の
部
・越
後
南
京

準
優
勝
・小
軍
鶏
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｓ
Ｔ
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

江
部

〓
一勇
（新
潟
市
）
　

伊
勢

守
（山
形
県
）
　

　

凸早
比
内
鶏
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第
六
十
四
回

県
下
小
中
学
生
写
生
大
会

五
月
五
日
の
「こ
ど
も
の
日
」
に
、第
六
十
四
回
県
下
小
中
学
生
写
生

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

午
前
九
時
か
ら
の
児
童
福
祉
祭
で
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
る
成
長
が
祈
念
さ
れ
た
後
、
参
加
者
は
画
用
紙
を
受
け
取
り
、

境
内
思
い
思
い
の
場
所
で
絵
筆

を
ふ
る
っ
た
。
提
出
さ
れ
た
作

品
は
厳
正
に
審
査
さ
れ
、
七
点

が
入
賞
し
た
。

入
賞
作
品
は
五
月
二
十

一
日

か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
の
間
、

境
内
の
参
拝
者
休
憩
所
に
て

展
示
さ
れ
た
。
受
賞
者
は
左

記
の
通
り
。
（敬
称
略
）

お
妻
戸
さ
ま
で
御
田
植
祭
斎
行

六
月
三
日
、
妃
神
。熟
穂
屋
姫
命
（う
ま

し
ほ
や
ひ
め
の
み
こ
と
）
を
奉
祀
す
る
長
岡

市
寺
泊
野
積
の
摂
社
妻
戸
神
社
境
内
に

設
け
ら
れ
て
い
る
約
二
畝
の
爾
彦
神
社
御

神
田
に
お
い
て
、
恒
例
の
「
御
田
植
祭
」
が

執
り
行
わ
れ
た
。

「御
田
植
の
儀
」
を
は
じ
め
と
す
る
祭
典

の
後
、堂
ユ
作
を
祈
っ
て
陽
光
を
表
す
赤
い
欅

と
豊
か
な
水
を
表
す
青
い
腰
紐
を
着
け
た

妻
戸
妃
神
会
（古
川
原
直
大
会
長
）
の
会

員
の
手
に
よ
つ
て
、
緑
鮮
や
か
な
早
苗
が
植

え
渡
さ
れ
た
。

米
ど
こ
ろ
の
弥
彦
村
で
お
田
植
え
祭
執
行

・膨
省

▽
幼
稚
園
・保
育
園
児
の
部

銀
賞
　
佐
藤

瑞
氣
（ひ
だ
ま
り
こ
ど
も
園
）

三
宅

遥
之
（よ
し
だ
保
育
園
）

▽
小
学
生
の
部

金
賞
　
佐
藤

紘
葉
（中
条
小
六
年
）

西

航
樹
（福
戸
小
六
年
）

銀
賞
　
茂
木

遥
香
（弥
彦
小
四
年
）

佐
藤

怪
南
（中
条
小
四
年
）

銅
賞
　
長
谷
川

茜
（弥
彦
小

一
年
）

※
中
学
生
の
部
は
本
年
な
し

本
社
湯
神
社
春
季
大
祭
斎
行

去
る
六
月
十
五
日
、
末
社
湯
神

社
（通
称
石
薬
師
様
）
の
春
季
大
祭

が
斎
行
さ
れ
た
。

湯
神
社
は
弥
彦
公
園
奥
の
山
中

に
鎮
座
し
、
弥
彦
温
泉
発
祥
の
地

と
さ
れ
て
い
る
。
病
気
平
癒
や
商
売

繁
盛
な
ど
に
高
い
御
神
威
を
発
揮

さ
れ
る
御
社
と
し
て
、近
郷
か
ら
の

崇
敬
を
集
め
て
い
る
。

当
日
は
多
く
の
熱
心
な
崇
敬
者

の
参
列
の
も
と
賑
々
し
く
斎
行
さ

れ
た
。

弥
彦
村
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「伊
爾
彦

米
（い
や
ひ
こ
ま
い
」
の
お
田
植
え

祭
が
、
去
る
五
月
二
十
日
村
内
矢

作
地
内
に
て
行
わ
れ
た
。
「伊
爾
彦

米
」
は
、
由辰
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用

を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減
し

爾
彦
神
社
敬
神
婦
人
会
（渡
部

由
里
子
会
長
・会
員
三
百
八
名
）
の

第
五
十
七
回
定
期
総
会
が
去
る
六

月
十
九
日
に
社
務
所
に
て
開
催
さ

れ
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
御
神
前
で
会

の
発
展
と
会
員
の
健
勝
が
祈
願
す

る
祭
典
が
行
わ
れ
、
令
和
七
年
度

の
会
務
・決
算
の
報
告
と
今
年
度
の

活
動
。予
算
が
審
議
さ
れ
承
認
さ

て
栽
培
さ
れ
る
特
別
栽
培
米
。
当

日
は
豊
作
と
農
作
業
の
安
全
を
祈

念
す
る
祭
典
の
後
、
本
間
芳
之
弥

彦
村
長
以
下
の
参
列
者
と
と
も
に
、

弥
彦
小
学
校
五
年
生
児
童
ら
に
よ

っ
て
早
苗
が
植
え
わ
た
さ
れ
た
。

れ
た
。
総
会
に
併
せ
て
開
催
の
記

念
講
演
会
は
、
講
師
に
新
潟
看
護

医
療
専
門
学
校
　
東
洋
医
療
学

科
教
員
の
白
野
義
明
先
生
を
迎
え

「
心
と
体
を
元
気
に
す
る
ツ
ボ
押

し
セ
ル
フ
ケ
ア
」
と
題
し
て
開
催
し

た
。
自
分
で
出
来
る
ツ
ボ
押
し
の
方

法
を
平
易
に
解
説
い
た
だ
き
、
楽

し
く
も
有
意
義
な
講
演
に
て
盛
会

の
裡
に
執
り
納
め
た
。

一
一
芽一一

一瑠li″
ヽ¬「

▲西 航樹さん▲佐藤 紘葉さん

滲 多

爾
彦
神
社
敬
神
婦
大
会

第
五
十
七
回
定
期
総
会

々
／

6

國
酒

弥
彦
酒
造

（株
）

麹
参
YAHIKO

神
に
ち
か
う

０
で
は
た
せ

交
通
安
全

輔
彦
神
社
Ａ
垂
安
全
講

爾

彦

神

社

前

通

電
話
６
垂
◆
九
四
上
〓

五
七

御

菓

子

司

③
三

屋

匙
£
叫
乾

弥
彦
の
奥
湯

祝
言
寺

～
ユ′
ヱ
の
花
ホ
に
日
ま
撫
考
黄
～

電
話
６
一一五
さ

９４
上

一
一
一
四

新
潟
県
／
弥
彦
温
泉

災
味

脇
同〓
氏
蕉

電
話

９４
二
〇

一
三

な
だ

い
や



圏
蔭
ｒ
豚
輔
凍
祭
執
行

表
千
家
家
元
・猶
有
斎
千
宗
左
宗

匠
に
よ
る
献
茶
祭
が
、五
月
二
十
三
日

（土
）
に
臨
時
祭
と
し
て
執
り
行
わ
れ
、

境
内
は
和
服
姿
の
多
く
の
門
人
等
で

賑
わ
っ
た
。
当
神
社
で
の
表
千
家
に
よ

る
献
茶
式
は
今
回
で
五
回
を
数
え
る
。

祭
典
は
午
前
十
時
よ
り
始
ま
り
、

奏
楽
の
中
で
家
元
の
お
点
前
に
て
、濃

茶
、
薄
茶
の
順
で
点
て
ら
れ
大
前
に

献
じ
ら
れ
た
。
参
列
の
門
人
等
は
宗

匠
の
流
麗
な
所
作
を
僅
か
も
逃
さ
じ

能
楽
囃
子
方
大
倉
流
小
鼓
方
十

六
世
宗
家
・人
間
国
宝
の
大
倉
源
次

郎
氏
と
観
世
流
能
楽
師
・山
階
爾
右

衛
門
氏
に
よ
る
能
楽
の
奉
納
演
奏
が

四
月
二
日
に
行
わ
れ
た
。
正
式
参
拝

に
引
き
続
き
、
祝
詞
舎
に
て
天
下
泰

平
・五
穀
豊
穣
を
祈
る
「翁
」
、長
寿
と

繁
栄
を
象
徴
す
る
「
高
砂
」
が
奉
納

さ
れ
た
。
小
鼓
の
澄
み
わ
た
る
音
色

と
固
唾
を
呑

ん
で
見

守

っ

て
い
た
。

祭
典
後
は

表
千
家
同
門

会
新
潟
支
部

に
よ
り
境
内

各
所
に
て
茶

席
が
設
け
ら

れ
終
日
賑
わ

っ
た
。

奉
納
演
奏

と
朗

々
と
し
た
謡

が
神
前

に
満
ち

た
。五
月
二
十
六
日
に
は
、
世
界
的
な
コ

ン
ク
ー
ル
に
て
数
々
の
賞
を
受
賞
し
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
オ
リ
ン
パ
ス

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
を
果
た
し
た

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
　
ハ
ー
イ
ッ
ク
・

カ
ザ
ジ
ヤ
ン
氏
の
奉
納
演
奏
が
行
わ

れ
た
。
正
式
参
拝
の
後
、
舞
殿
に
お
い

て
バ
ッ
ハ
「
無
伴
奏
ヴ
ア
イ
オ

リ
ン
の
た
め
の
パ
ル
テ
イ
ー
タ

第

三
呑
」
他
が
奉
納
さ
れ

た
。
新
緑
が
美
し
く
映
え

る
杜
に
清
明
な
る
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
音

色

が
響

き
渡

っ

た
。今
回
の
奉
納
演
奏
は
、

当
神
社
永
年
の
崇
敬
者
で

あ
る
内
田
　
力
氏
全
一条

市
）
の
ご
尽
力
で
実
現
し
た

も
の
。

宝
　
大
倉
源
次
郎
氏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

ハ
ー
イ
ッ
ク
・カ
ザ
ジ
ャ
ン
氏

新
潟
市
中
央
区
　
善
宝
寺
小
杉
講

三
条
市
　
い
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
　
石
澤
照
彦

鈴
木
連
大
　
高
橋
巧

長
岡
市
　
大
原
電
業
い
　
仰
工
琴

ツヽ
ｒ
テ
イ
　
い

大
原
鉄
工
所
　
ワ
タ
ナ
ベ
グ
ル
ー
プ

柏
崎
市
　
伽
中
村

糸
魚
川
市
　
デ
ン
カ
伽
青
海
工
場

東
京
都
　
コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
い
　
日
本
マ
ン
ト

″
ク
エ
ス
ト
い
　
一三
菱
商
事
仰

福
島
県
　
∩
晴
進
建
設

埼
玉
県
　
村
山
千
鶴

神
奈
川
県
　
室
田
悟

石
川
県
　
千
秋
庵

愛
知
県
　
鈴
木
虹
　
ユ削
川
悠
夜

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
　
エ
リ
ッ
ク
・ス
ト
レ
イ
ト
バ

ー
グ

新
潟
市
北
区
　
南
浜
す
い
か
部
会
　
本
間
英
喜

江
南
区
　
杉
本
道
雄

西
区
　
宮
本
友
紀

南
区
　
真
田
約
乃

西
蒲
区
　
仰
末
広
製
菓
　
司
法
書
士
法
人
ア
プ

ラ
イ
ズ
　
ヤ
ト
イ
チ
造
園
　
佐
藤
俊
幸

福
井
和
佳
子
　
本
間
靖
克
　
山
岸
真
由
美

燕
市
　
フ
ジ
イ
コ
ー
ボ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
い
　
泉
良
司

久
住
照
和
　
駒
村
勇
樹
　
山
田
英
昭

三
条
市
　
安
中
香
津
美
　
小
柳
義
雄

古
賀
隆
将
　
長
谷
川
房
子
　
渡
辺
元
二

長
岡
市
　
い
エ
ス
・テ
イ
ラ
ー
ズ
　
岸
田
文
子

小
池
瑞
恵
　
佐
藤
美
帆
　
中
川
麻
理
子

星
野
裕
光
　
渡
辺
栄

見
附
市
　
坂
井
千
恵
子

柏
崎
市
　
中
田
高
任
　
橋
本
謙
治

小
千
谷
市
　
風
間
佳
菜
絵
　
佐
藤
俊
輝

新
発
田
市
　
大
限
喬
芥

五
泉
市
　
白
井
ま
り
え
　
夏
川
高
輔

上
越
市
　
相
羽
浩
二
　
杉
田
博
之
　
吉
田
巧

村
上
市
　
的
人
幡
鉄
工
所
　
出辰
事
組
合
法
人
ア
グ

リ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
　
菅
原
甚
太
郎

阿
賀
野
市
　
阿
部
嘉
博
　
上
田
啓
輔

胎
内
市
　
佐
藤
武
志

妙
高
市
　
蜘
コ
が
不
ン
　
い
山
本
塗
装
店

弥
彦
村
　
日
本
盆
栽
協
会
弥
彦
支
部

日
上
町
　
布
施
雄
貴

東
京
都
　
石
油
資
源
開
発
い
ア
ジ
ア
事
業
部
グ
バ
ン

プ
Ｒ
ン
エ
ク
ト
　
小
林
明
博
　
福
田
里
衣

宮
城
県
　
澤
内
則
孝

埼
玉
県
　
長
田
朱
美

千
葉
県
　
太
田
泰
弘

神
奈
川
県
　
長
谷
川
孝
文

長
野
県
　
武
鑓
豊
文
　
武
鑓
女
久
美
　
月
岡
秀
樹

愛
知
県
　
伽
石
橋
組
　
山
本
真
夕

∵
．
特
別
大
祈
祷
奉
納

新
潟
市
東
区
　
い
田
中
石
油

西
区
　
ヤ
マ
ト
運
輸
い
新
潟
主
管
支
店

燕
市
　
い
杭
州
飯
店

長
岡
市
　
い
松
井
組

弥
彦
村
　
弥
彦
競
輪

東
京
都
　
伽
爾
彦
工
務
店
　
杉
本
美
恵
子

群
馬
県
　
い
キ
ン
セ
イ
産
業

神
奈
川
県
　
猿
橋
具
和

兵
庫
県
　
影
山
初
誉

佐
賀
県
　
山
口
剛
広

Ｔ
．
特
別
祈
祷
奉
納

Ｔ
．
別
大
祈
祷
奉
納

新
潟
市
東
区
　
加
藤
智
章

中
央
区
　
い
ネ
ク
ス
７
エ
ネ
Ｙ
一ア
リ
ン
グ
新
潟

新
潟
縣
信
用
組
合

江
南
区
　
杉
本
和
男

西
区
　
伽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｔ
Ｈ
　
ヤ
マ
ト
運
輸
い
北
信

越
統
括
　
的
ジ
オ
テ
ッ
ク
　
阿
含
宗
北
関
東
支
部
新

潟
道
場
信
徒

一
同
　
阿
含
宗
小
出
善
功
権
少
僧
都

若
杉
作
衛

南
区
　
武
田
甲

一

西
蒲
区
　
新
潟
煙
火
工
業
　
井
上
太

一

燕
市
　
和
平
フ
レ
イ
ズ
Ｍ
Ｓ
は
　
ｎ
小
林
板
金
工
業

三
条
社
会
保
険
委
員
会
燕
支
部
　
士
口
川
グ
ル
ー
プ

徐
直
幸

長
岡
市
　
い
ト
ク
サ
イ
　
ハ
マ
マ
ン
フ
ー
ズ
い
　
星
野

ボ
ー
リ
ン
グ
い
　
渡
邊
泰
崇
　
青
柳
裕

浅
染
良
共

見
附
市
　
い
池
田
機
工

上
越
市
　
い
エ
ム
・ア
イ
・デ
よ
ン
ャ
パ
ン
　
合
同
会
社

令
和
八
年
三
月

一
日
よ
り
五
月
末
日
ま
で

（敬
称
略
）

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
　
古
一川
■
生

渡
辺
康
弘

阿
賀
野
市
　
高
橋
輝

一

胎
内
市
　
八
幡
豊
子

東
京
都
　
電
話
占
い
ク
ロ
ー
ト
　
田
中
正
之

渡
辺
光
恵

北
海
道
　
い
角
井
佐
藤
呉
服
店

青
森
県
　
新
田
千
絵

山
形
県
　
蜘
二
代
目
高
橋
商
店

福
島
県
　
さ
く
ら
会

栃
木
県
　
室
岡
浩

群
馬
県
　
関
東
建
設
工
業
蜘

大
阪
府
　
い
竹
中
工
務
店

∵
Ｂ
大
祈
祷
奉
納

7

御
祈
祷
奉
納
者
芳
名

元
祖
温
泉
鰻
頭

ユ外
う
彩
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〒
‐サ．．
氏

だ
ヴ
渉
ニ

電
話

（皇
乗
）
①
二
〇
五
人
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御
祈
祷
奉
納
者
芳
名

先
号
（第
三
百
二
十
三
号
）掲
載
の
御
祈
祷
奉
納
者
芳
名
に
左
記
の
皆
様
を
追
加
・
訂
正

い
た
し
ま
す
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
特
別
大
祈
祷
奉
納

Ｔ

．
別
大
祈
祷
奉
納

新
潟
市
中
央
区
　
善
宝
寺
小
杉
講

長
岡
市
　
伽
貴
福

栃
木
県
　
北
関
東
綜
合
警
備
保
障
い

叩■
特
別
祈
祷
奉
納

新
潟
市
中
央
区
　
い
新
潟
リ
ア
を
ア
イ

秋
葉
区
　
樋
国
鉄
工
建
設
い

南
区
　
向
大
清
紙
商
店

弥
彦
村
　
ア
イ
テ
ッ
ク
ス
い

神
奈
川
県
　
い
一こ
―
エ
ア
ー

愛
知
県
　
伽
日
本
コ
ア
ー

京
都
府
　
吉
積
秀
樹

新
潟
市
東
区
　
小
川
健

中
央
区
　
古
川
辰
光
　
丸
山
博

江
南
区
　
い
タ
カ
ヨ
ン

秋
葉
区
　
伽
フ
イ
ー
ル
ド
ス
ケ
ー
プ

西
区
　
山
川
会
計
事
務
所

燕
市
　
い
横
山
製
作
所
　
中
野
建
設
工
業
い
吉

田
営
業
所
　
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
僻

白
倉
豊
治
　
平
原
敬
之
　
本
間
千
晶

三
条
市
　
ｎ
ハ
コ
タ
エ
事

長
岡
市
　
い
美
建
工
業

見
附
市
　
一二
藤
都
市
開
発
い

新
発
田
市
　
い
中
山
商
会
　
大
滝
教

阿
賀
野
市
　
い
水
原
電
業
社

弥
彦
村
　
笠
原
プ
レ
ス
エ
業
仰

東
京
都
　
古
川
博
之

青
森
県
　
中
村
浩
勝

福
島
県
　
サ
ン
フ
イ
ズ
電
設

栃
木
県
　
向
彩
電
工
芸
　
青
木
靖
典

埼
玉
県
　
大
竹
喜
恵

千
葉
県
　
山
田
憲
典

神
奈
川
県
　
葛
野
隆
弘

柏
崎
市
　
伽
酒
井
鉄
工
所
　
宇
田
川
博
朗

栗
田
明
廣

小
千
谷
市
　
伽
内
山
自
動
車

上
越
市
　
い
古
田
組

十
日
町
市
　
し
み
ず
床
屋

阿
賀
野
市
　
竹
石
電
気
設
計
　
涌
井
勝
浩

魚
沼
市
　
東
洋
電
機
工
業
仰

弥
彦
村
　
い
コ
オ
ネ
ツ
　
い
羽
入
田
塗
装
店
　
旅

館
清
水
屋
　
五
十
嵐
敬
吾

阿
賀
町
　
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
　
社
会
福
祉

法
人
東
蒲
原
福
祉
会
　
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
と
こ
な
み

東
京
都
　
稲
垣
圭
亮
　
海
老
澤
春
子

角
田
裕
美
　
更
科
隆
弘

北
海
道
　
永
昌
漁
業
い
　
い
弥
彦
水
産

茨
城
県
　
一昌
樫
民
雄

栃
木
県
　
伽
阿
部

千
葉
県
　
小
川
京
子

神
奈
川
県
　
い
ト
ミ
ヤ
　
日
本
マ
イ
ク
ロ
メ
デ
ィ
ア

い石
川
県
　
い
ア
イ
ワ
ホ
ー
ム
　
齋
藤
康
乃

横
井
透

大
阪
府
　
小
野
正
文

社
頭
往
来

三
月
中

八
日

十
六
日

十
九
日

二
十
二
日

四
月
中

二
日

能
楽
囃
子
方
大
倉
流
小
鼓
方

十
六
世
宗
家
大
倉
源
次
郎
氏

能
楽
師
ン
ア
方
観
世
流
職
分

山
階
爾
右
衡
門
氏

静
岡
県
三
嶋
大
社
禰
宜

伊
藤
政
嗣
氏

西
蒲
原
神
社
総
代
会
役
員

弥
彦
観
光
索
道
仰
代
表
取
締

役
社
長
赤
塚
宰
氏

∵
．
大
祈
祷
奉
納

新
漏
市
北
区
　
い
公
和
工
業
　
仰
高
橋
工
務
店

田
中
亜
喜
子

東
区
　
藤
田
板
金
　
古
泉
隆
弘
　
畑
岡
周
重

中
央
区
　
い
堤
建
築
設
計
事
務
所
　
菱
機
工

業
伽
新
潟
支
店
　
と遅
藤
土
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人
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梶
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二
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四
十
四
五
五
二

印
刷
所
　
株
式
会
社
タ
カ
ヨ
ン

武蔵―會 水,11紳壮と
「新りの注」明治紳會泰拝の辣
～霊峰筑波山と江戸情緒満喫!屋形船のタベ～

本年は関東届指の古社である武蔵一宮・氷川神社 (ひかわじ
んじゃ)と、大都会の真ん中の広大な社に坐す明治神宮を正式
参拝いたします。
江戸東京博物館で江戸情緒に触れ、夕食は屋形船にて隅田
川からの夜景を眺めつつ、江戸前の味をお楽しみいただきます。
お泊りは大相撲の聖地・両国、二泊日は関東の霊峰・筑波山神
社門前の老舗旅館です。
営構のご参加をお待ちしております。

※行程は一部変更される場合があります。
※定員に達し次第、お申し込みを締め切ります。

■期  日 10月 19日 (月 )～21日 (水)2泊 3日
□募集人員 50名 (最少催行人員30名 )
団参 力H費 1名 98,000円 (申込金10,000円を含みます)
■申込締切 8月 24日 (月 )
□ 申 込 先 3爾彦神社社務所
団行  程 (バス)
●10/19(月 )
県内各地― さいたま市 (昼食)一 武蔵―宮 氷川神社 (正式拝)
一 両国 (泊)夕 食は屋形a合にて
010/20(火 )
両国― 明治神富 (正式参拝)一 皇居前広場 (昼食)一
江戸東京博物館 (見学)一 筑波山温泉 (泊 )

010/21(水 )
筑波山温泉― 筑波山神社 (自由参拝)一 道の駅しもつま(買物)
小山市 (自食)一 県肉各地

募 集 要 項

大
々
神
楽
講
参
拝


